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L/S=t=(∨富+1)/2=1.618 (貴金比) のとき 自己相似性のある点配置となっ
ている.
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第3図 2次元8回対称準格子の場合の r水晶玉 Jの形 【左 】｢水晶玉 ｣の形は辺長が1(=格子
定数)の正8角形である.各領域に配入されている並数は,｢あの世 ｣への射影がでその
領域に落ちる点が,｢この世 ｣でもつ配位数を示す.【右 】実空間のタイル粘 り.
右のr水晶玉｣-K30を一つの r大円-
面 ｣(2-,3-,5-回軸を2本づつ含んで
第4図 【左 】3次元の rいわゆる射影法模型 ｣に対応するr水晶玉 ｣Kepler30面体K30
【右 】その断面(その第1象限に対応する4分の1)
2本の破線にそってそれぞれ折 り曲げ,3角錐状に閉じ合わせたものは.底面が黄金菱形
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a三 ･芸十三, a-三･か 宗十孟･三･
α 1 1 1 1 1 α 1
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do=l and dEdl=忘 す=2cosO･
一般式は,
(nJ2)
dn= ∑ (- 1)Ak=0

































































































てお り,進行波としてみているので,Tnの波と一mの波 とをうまく重ね ､書数表示
とし,定常波としてみるほうが,節の配置構造などもみやす くなる.さらに,球面
座標O,¢から単位球面(x2+y2+Z2=1)上での直交座標x,y,2,に移ると,立方的な対称
性 も見やす くなる.(以下では,規格化因子を適宜省略 してあるが)例えば,l=1の
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tS,･S,)≡iS,･ tSZ･Sj=iS,･ fS.･S)=iS., (Al)
ただし,iA,J})ヨAB-JIA,
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